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二
月
十
六
日
�
か
ら
三
月
十
五
日

�
ま
で
（
土
日
曜
を
除
く
）
の
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
市
役
所

市
民
税
課
、
大
胡
支
所
、
宮
城
支
所
、

粕
川
支
所
で
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
記
入
済
み
の
人
は
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

□
特
別
障
害
者
控
除

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
を
介
護

し
て
い
て
、
確
定
申
告
で
特
別
障

害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

に
、
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
＝
六
十
五
歳
以
上
で
六
カ
月

以
上
寝
た
き
り
（
重
度
の
痴
ほ
う
を

含
む
）
の
状
態
に
あ
る
人
　
申
し
込

み
＝
市
役
所
介
護
高
齢
福
祉
課
（
�

８
９
０
―
６
１
３
３
）、
大
胡
支
所
福

祉
課
（
�
２
８
３
―
０
１
１
６
）、
宮

城
支
所
福
祉
課
（
�
２
８
３
―
２
１

３
１
）、
粕
川
支
所
福

祉
課
（
�
２
８
５
―

４
１
１
６
）
へ
直
接

□
介
護
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は

介
護
高
齢
福
祉
課
�

８
９
０
―
６
１
５
９

へ
。

□
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

介
護
老
人
福
祉
施

設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
入
所
時
の
利
用
料
と
居

宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
一
部
も
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
医
療
施
設
の
利
用
料
は
、

従
来
ど
お
り
医
療
費
控
除
の
対
象

で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
介
護
高
齢
福

祉
課
�
８
９
０
―
６
１
５
７
へ
。

□
お
む
つ
代

お
む
つ
代
が
、
医
療
費
控
除
の

対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
、
医
師
が
発
行
し
た
証
明
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
控

除
を
受
け
る
の
が
二
年
目
以
降
の

人
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
証
明
書

に
代
え
て
、
市
で
交
付
す
る
確
認

書
で
、
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
介
護
高
齢
福

祉
課
�
８
９
０
―
６
１
５
５
へ
。

�
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
　

次
の
日
程
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
も
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
＝
�
３
月
７
日
�
�
３
月
８
日

�
�
３
月
９
日
�
、
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
�
は
第
三
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
�
は
第
五
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
�
は
第
二
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

□
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
次
に
該
当
す
る
人
は
市
県
民

税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
営
業
・
農
業
・
不
動
産
・
配
当

な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
�
給
与
所
得

者
で
、
給
与
の
ほ
か
に
農
業
・
不
動

産
・
配
当
・
雑
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
�
年
金
・
恩
給
の
み
受
け
て
い
た

人
で
、
各
種
控
除
（
社
会
保
険
・
扶

養
な
ど
）
が
あ
る
�
病
気
・
失
業
・

学
生
な
ど
で
所
得
が
な
く
、
誰
の
扶

養
に
も
な
っ
て
い
な
い
�
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た

�
扶
養
者
が
市
外
で
課
税
さ
れ
て
い

る
被
扶
養
者
�
遺
族
年
金
や
障
害
年

金
な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み
。

□
申
告
用
紙

前
年
の
実
績
に
基
づ
き
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申
告
用
紙
を

二
月
七
日
�
に
郵
送
し
ま
す
。
用
紙

が
届
か
な
く
て
も
、
前
記
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
人
は
、
市
民
税
課
、
支

所
・
出
張
所
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
「
市
県
民
税
の
申
告
の
手

引
き
」
を
参
考
に
、
自
分
で
記
入
し

ま
し
ょ
う
。

□
市
県
民
税
の
申
告
が
不
要
の
人

�
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
�
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先

か
ら
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。

□
農
業
所
得
は
収
支
計
算
で

農
業
所
得
は
、
収
支
計
算
で
所
得

を
計
算
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

給
与
所
得
を
主
と
し
て
い
る
人
で
、

農
業
所
得
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
（
不
動
産
・
利
子
・
配

当
・
一
時
所
得
な
ど
）
の
合
計
額
が

二
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
確
定
申

告
を
、
合
計
額
が
二
十
万
円
以
下
の

と
き
は
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
農
地
を
持
っ
て
い
て
、
前

年
中
に
農
作
物
の
販
売
収
入
が
な
か

っ
た
人
は
、
市
民
税
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

□
税
制
改
正
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
課
税
の
主
な
変
更

点
は
次
の
二
点
で
す
。

�
個
人
市
民
税
・
県
民
税
均
等
割
非

課
税
措
置
の
廃
止

個
人
市
民
税
・
県
民
税
均
等
割
の

納
税
義
務
が
あ
る
夫
と
生
計
を
同
一

に
す
る
妻
で
、
夫
と
同
じ
市
町
村
内

に
住
所
が
あ
る
人
に
対
し
て
の
非
課

税
措
置
が
、
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
ま

す
。な

お
、
来
年
度
は
均
等
割
額
四
千

円
の
二
分
の
一
に
あ
た
る
二
千
円（
市

民
税
千
五
百
円
・
県
民
税
五
百
円
）

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

�
配
偶
者
特
別
控
除
の
上
乗
せ
部
分

の
廃
止

配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
控
除
対

象
配
偶
者
（
合
計
所
得
金
額
が
三
十

八
万
円
以
下
の
配
偶
者
）に
つ
い
て
、

配
偶
者
控
除
に
上
乗
せ
し
て
適
用
さ

れ
て
い
た
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。 郵送でも申告できます

市
役
所
な
ど
へ

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

市
県
民
税
の
申
告

問
い
合
わ
せ
は
市
民
税
課
�

８
９
０
―
６
２
０
３
へ
。


